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平成３０年度 三重県商工会議所連合会 

事業計画基本方針 

 

我が国の経済は、景気回復の局面が高度成長期の「いざなぎ景気」を超えて

戦後２番目の長さを記録しました。 

しかしながら地域の中小企業、小規模事業者にとってはこの景気回復を実感

できない状況にあり、不透明感の増す世界情勢の中で深刻化する人手不足、経

営者の高齢化と後継者不足などに対応していく必要があります。 

このような中、県内各商工会議所では、企業の経営支援、観光の振興、市街

地の再生等に日々ご尽力いただいています。三重県商工会議所連合会（以下：

県連）としても、県内 12商工会議所と連携、協働して、それぞれの商工会議所

が展開する活動に協力してまいります。 

まず、『関係機関との橋渡し役』として、関係機関と商工会議所の相互の情報

共有や、各会議所の要望等を取りまとめ団体等に伝え、そして情報を収集し各

会議所に伝達するといった活動に取組み、県内 12商工会議所が互いに助け合い

ながら、結果として地域や各会議所の会員企業が元気になる活動に引き続き取

り組みます。 

また、行政、諸団体、大学研究機関など、様々な『関係機関との連携を強化』

し、互いの取組みが一層効果を上げられるよう関係機関と商工会議所の連帯感

を深める活動を展開します。特に、県連が参画している各種団体、組織との繋

がりを強め、イベント、スポーツ大会といった催事等に協力して取組み、県を

はじめ市町を売り込むチャンスを生かし地方創生の一助となるよう努力します。 

さらに、各会議所が主催、協賛する祭り・イベント等への他の会議所の参画・

協力など、成果を県下一円に広げられるよう『県内各会議所の連携・協働の推

進』により、事業効果を最大化していきます。 

「商工会議所の活動なくして地方創生や地域の発展はない」との強い信念の

もと、地域経済の発展と社会の活性化を見据え、県内１２の商工会議所が『助

け合い、支え合い、盛り上げ合う』ことをモットーに『情報の共有と連携、協

働・コラボレーション』してくことを県連の基本方針として活動してまいりま

す。 



2 

 

平成３０年度三重県商工会議所連合会活動方針 

 

三重県商工会議所連合会は『助け合い、支えあいそして盛り上げあう』ことをモッ 

トーに『情報の共有と連携、協働・コラボレーション』して、「行政、諸団体、大学

研究機関等との橋渡し」「関係機関との連携の強化」「県内各商工会議所の連携・協働」

「県連事務局としての主体的活動」などに取り組みます。 

 

１．行政、諸団体、大学研究機関等との橋渡し 

 ・県内各商工会議所と国・県等の行政、諸団体、大学研究機関等との橋渡し役とな

り、情報の共有化を図ります。 

 ・各商工会議所の課題や要望を取りまとめ、関係機関や団体に伝えるとともに、ま

た、そうした活動において収集した情報を各商工会議所へ伝達するといった『パ

イプライン活動』に積極的に取組み、結果として地域や各商工会議所の会員企業

が元気になることを目指します。 

 

２．関係機関との連携の強化 

 ・県内中小企業振興のための支援について、様々な関係機関と連携して進めます。 

 ・各種団体、組織等が主催するイベント、スポーツ大会等の催事並びに今後開催予

定のインターハイ、三重国体等の最大限の効果が上がるよう、支援・協力します。 

 ・交流人口の増加による地域の活性化を応援するとともに、三重県をはじめ市町を

売り込むチャンスを生かし、地方創生の一助となるよう努力します。 

 

３．県内商工会議所の連携・協働の推進 

 ・各商工会議所が主催や協賛する祭り・イベント等、地域や全県で開催する催事に、

他の商工会議所も積極的に参加するよう促すとともに成果が県下一円に拡大さ

れるよう協力します。 

 

４．県連事務局としての主体的な活動 

 ・県連主催による会議の開催や調査、研修などを実施します。 

・また、県内各商工会議所が行う調査、研修、会合、催事等について、その効果が

十分発揮されるよう協力・連携して取り組みます。 
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三重県商工会議所連合会平成３０年度事業計画 

 

 三重県商工会議所連合会の活動方針のもと、下記事業を実施します。 

 

１．行政、諸団体、大学研究機関等との橋渡し 

（１）広域経済連携の推進 

  ①広域的ビッグプロジェクトの推進 

  ・リニア中央新幹線東京・大阪全線早期開業及び県内停車駅（亀山市付近）設置

促進のための、行政ならびに経済団体との連携活動の推進 

  ・三重県内高速交通体系におけるミッシングリンクの解消取組の促進 

  ②総合交通体系の整備 

  ・県内主要鉄道の高度化及び利便性の向上 

  ・県内幹線道路網の整備促進とネットワーク化 

  ・県内主要港湾の整備充実と関連施設の整備促進 

  ③広域的産業政策の推進 

  ・今後の成長が見込まれる産業の推進のための政策連携 

  ・広域的な観光産業等の推進のための政策連携 

  ・環境、エネルギー等に配慮した新産業の創造と推進のための政策連携 

  ・関連産業経済組織団体との広域政策推進のための参画連携 

（２）政策・予算要望活動の展開 

  ①県、国、政党への要望活動 

  ・要望活動実施に向け、各商工会議所からの課題聴取並びに現地実情把握 

  ・１２商工会議所が一同に会して、三重県知事、中部地方整備局長への政策・予

算等の要望および意見交換の実施 

  ・政党に対しての政策・予算等の要望活動 

  ②ビッグプロジェクト推進要望活動 

 

２．関係機関との連携の強化 

（１）県内中小企業の振興のための支援等 

  ①各商工会議所事業への支援 

  ・珠算等会議所事業への支援 

  ・就活等複数会議所事業への支援 

  ・情報提供活動への支援 
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  ②関連組織団体への参画と提言 

  ・三重県産業支援センター、三重県信用保証協会等への参画 

  ・中小企業振興に係る関係団体組織等への参画 

  ・事業承継問題への対応 

  ③雇用労働問題にかかる対策の推進 

  ・県内中小企業の雇用推進、労働問題改善に係る組織団体への参画と連携の推進 

  ・障がい者雇用、子育て支援、働き方改革等の推進 

（２）地域資源を活用した地域づくり・まちづくりの支援 

  ①各商工会議所が主催する地域づくり・まちづくりに関する各種会合・行事への

支援 

  ②行政機関が行う地域づくり・まちづくりに関する各種会合・行事への支援 

  ③他の組織団体が行う地域づくり・まちづくりに関する各種会合・行事への支援 

 

３．県内商工会議所の連携・協働の推進 

（１）祭り･イベント等に対する応援 

・各商工会議所が主催･協賛する祭り･イベント等を盛り上げるため、情報の共有、

参加･協力などによる相互応援の促進 

（２）各商工会議所間の調整 

  ・関係機関の取組み情報や要請事項を収集し、各商工会議所が様々な取組みに参

画できるような伝達・調整 

（３）県内商工業界の現状や位置づけを把握するために、各商工会議所と連携した景

況調査等の調査や関連の政策研究 

  ①景況調査を中心とした三重県内商工業実態の把握調査と諸調査内容の発信 

  ②諸会合への参画、提言に係る先進情報収集等関連の調査 

  ③国・県・広域等が進める政策の実態を情報収集するための調査、研究 

 

４．県連事務局としての主体的な活動 

  ①県連総会、会頭会議、専務理事会議など諸会合の開催 

②職員研修、視察･研修などの企画・実施 

  ③各商工会議所職員間の情報共有となる研修の実施 

  ④県連事務局の合理的、効率的運営 
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           平成３０年度予算化の具体的な事業計画 

 

 活動方針と事業計画に基づき、平成３０年度において予算化の必要な事業計画は下

記の通りとします。 

 

１．広域経済連携事業（１－（１）広域経済連携の推進） 

   リニア中央新幹線建設促進、中部広域観光推進、中部圏社会経済・活性化連携

等、広域圏を対象とした経済連携・経済団体連携活動に係る事業予算 

広域会議、広域団体への参加費、加入費、そのための調査費、旅費 

  

２．中小企業振興事業（１－（２）政策･予算要望活動の展開、３－（３）各商工会

議所と連携した現況調査等の調査や関連政策研究） 

   三重県内の経済状況の調査、企業振興のための要望活動、中小企業の労働対策

等、県内中小企業の発展のための諸活動に係る事業予算 

景況調査、条例活用、予算要望活動、労働対策活動等に係る調査費、旅費 

   

３．商工技術振興事業（２－（１）県内中小企業の振興のための支援等） 

   珠算関係事業のための活動に係る事業予算 

競技会補助金、連合会補助金、担当者会議に係る補助金、旅費 

  

４．情報発信事業（３－（３）各商工会議所と連携した現況調査や関連政策研究） 

   県連活動の情報発信諸活動に係る事業予算 

   ホームページ更新料、三重テレビ等広報費、新聞等への掲載費、会員企業への

緊急情報提供支援 

  

５．職員研修事業（４．県連事務局としての主体的な活動） 

   各商工会議所職員の資質向上、情報交換のための会合に係る事業予算 

   講師謝礼、講師旅費、会場使用料、依頼旅費、依頼調査費等 

 

６．会議所連携活動支援事業（４．県連事務局としての主体的な活動） 

   複数の会議所が参加して行う事業活動への支援に係る事業予算 

   就活支援および関係調査費、旅費、複数の会議所が連携して取組む事業への支  

  援 
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７．地域政策調査事業（４．県連事務局としての主体的な活動） 

   国・県に係る政策を勉強・調査・研究するための研究会開催や関係の調査のた

めの予算。（研究会の開催や調査の実施については、会頭会議、総会、専務理事

会、職員研修会等の県連主催の会合において兼ねて実施する。） 

   研究会開催のための講師謝礼、講師旅費、そのための依頼調査費、旅費 

 

８．海外視察研修事業（４．県連事務局としての主体的な活動） 

   海外展開やインバウンド誘客の促進に向けて、県等と連携した海外経済ミッシ

ョンを実施するための予算。 

  事前研修、旅費、調査報告書の作成など 

   日 程：平成３０年９月２日（日）～９月７日（金）の６日間 

   訪問先：台湾／台北・タイ／パタヤ、バンコク 

   目 的：三重県日台交流５周年記念事業への参加、ゴルフツーリズムの地域連

携、三重県進出企業の視察等 

   


